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社協は、社会福祉協議会の略称です。

　北上市社会福祉協議会では、よりタイムリーで幅広い情報発信を行うために Facebook（フェイスブック）
ページを開設しています。当協議会が主催する行事やイベント情報、地域福祉やボランティア活動に関する情
報などを随時発信してまいります。
　当協議会ホームページやきたかみ社協だよりと併せて、ぜひご覧ください。

FacebookURL  https://www.facebook.com/shakyo.kitakami
※当協議会ホームページにも Facebook ページのリンクを掲載しています。

（フェイスブック）を開設しています

●北上市社会福祉協議会ホームページも

　ぜひご覧ください。

https://www.kitakami-shakyo.jp/北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２

●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない

　記事については、全て下記にお問い合わせください。

この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。
TEL 0197-64-1212　FAX 0197-64-7580　E-mail shakyou@kitakami.ne.jp　ホームページ  https://www.kitakami-shakyo.jp/

編集発行 社会福祉法人 北上市社会福祉協議会 〒024-0012 北上市常盤台二丁目１番63号

（敬称略・50音順、3月10日まで受付分）特別会員

（敬称略・50音順、3月10日まで受付分）まごころ

 ●㈱阿部マイカーセンター　●おいかわ歯科クリニック   ●㈱菊与建設   ●㈲北上製作所   ●くさのイン北上
 ●㈱斎藤工務所　●スーパーオセン北上店　●製本サワダ   ●㈱瀬美温泉   ●㈲髙橋自動車電装   ●㈱千葉匠建設
 ●つつみ食堂　●㈱東北佐竹製作所    ●東北大栄プラスチック㈱　●㈱ボイス   ●北海建設工業㈱
 ●ホテルシティプラザ北上　●パンチ工業㈱北上工場　●㈲もりや　●㈱八重樫装具店　●㈱八重樫タクシー　
 ●ヨシノヤオフィスソリューション㈱

当協議会の「北上市の社会福祉・地域福祉の推進を図る」という目的に賛同する企業・法人等を
特別会員としており、会費の納入や事業への参加により地域福祉の向上に寄与いただいております。

 ●北上民舞踊協会 ………………………………
 ●理容 one’s …………………
 ●㈱日盛ハウジング様のご意向で㈱北日本銀行からの寄付
 ●匿名 ……………………………………………
 ●匿名 ……………………………………………
 ●匿名 ……………………………………………

85,030 円
消毒用ハンドジェル 100 本

30,000 円
50,000 円

100,000 円

特別会員のお申込み・お問い合わせは、総務課まで

車いす引き渡し式いわて車
いす

フレンズ

北上民舞踊協会 様 理容 one’ s 様

北上市内のひきこもり支援について北上市内のひきこもり支援について北上市内のひきこもり支援について
〇「ひきこもり相談窓口」のご案内

　北上市社会福祉協議会では「ひきこもり」に
関する相談窓口を設置しています。
　ひきこもり相談支援員が本人や家族等から
お話をお伺いし、今できることを一緒に考えま
す。また、相談内容や希望に応じて、適切な支援
機関と連携します。

電 話 相 談
面 談 予 約

開 設 時 間

メ ー ル
そ の 他

080-2831-8847

平日午前９時～午後５時
（希望に応じて、時間外でも対応可能です。）
kurashijiritsu@gol.com（24 時間受付）
相談無料・秘密厳守
ご希望に応じて、自宅等への訪問も行います。

〇 居 場 所 の ご 案 内

ホームヘルパー募集

お問い合わせ先：当協議会介護福祉課へお気軽にお問合せください。

午前７時～午後７時の間
（朝のみ、昼のみ、日中の少しの時間、土曜日や日曜日のみなど、相談に応じます。）

募 集 人 員
業 務 内 容

就 業 時 間

勤 務 日 等
必 要 資 格
募 集 期 間
応 募 書 類

雇 用 形 態
給 　 　 与

訪問介護員（パートタイマー）… 若干名
利用者のお宅へ訪問し身体介護、生活援助等を行います。

月曜日から日曜日
初任者研修修了者、普通自動車運転免許
随　　　時
履歴書（写真貼付）、初任者研修修了証書（写）など 試　験　日 随　　　時

パートタイマー
時給 1,100 円～ 1,300 円、各種手当あり

　不登校、ひきこもりの人だけでなく、
「誰かとつながりたい」と思ったときに
誰でも利用できる居場所です。何かを
しても、何もしなくても自由にリラッ
クスして過ごせる空間です。
　主に 不 登 校、ひ き こ も り 当 事 者 や
その家族などが利用しています。

実施団体
そ  の  他

実施団体

場　　所
電　　話
開設時間

そ  の  他

NPO法人ワーカーズコープ
北上笑いのたね事業所
北上市本通り二丁目3ー38
0197ー72ー8160
火曜日から土曜日 13時～17時

（第２、４木曜日は10時から開設）
家族茶話会「ふわっと」などの
イベントも実施しています。
相談窓口も設置しています。

　「つながるぬくもりに出会える場所」
として、店舗内のコミュニティフリー
スペース「途良やものがたり」と、
スマホアプリのオープンチャット等を
使用したオンライン形式の「ネッとら
や」による、居場所づくりを実施して
います。

任意団体「途良や」
開催状況についてはメール

（n a n c y c h t a s a 7 7
@gmail.com）でお問い
合わせください。

　子 育 て 相 談 や 放 課 後 預 か り、
学 校 に 通 え な い 子 に 向 け た
第三の居場所（フリースクール）、
通信制高校の卒業サポートの他、
子どもからお年寄りまで誰でも
利用できる居場所です。

実施団体
場　　所
電　　話

そ  の  他

NPO 法人 わらすば
北上市大堤南一丁目 1ー 8
090 ー 6456 ー 7125
rei.oouchi@gmail.com
開設時間等は上記の電話
またはメールにお問合せく
ださい。

①ワラタネスクエア

②居場所と相談　途良や（とらや） ③わらすば

　アジアの国々では、車いすを購入することができず、日常生活に困っている人たちがいます。「いわて
車いすフレンズ」は県内の工業高校生を中心に、利用されなくなった車いすを修理してアジア諸国へ
プレゼントするボランティア活動です。
　北上市では、黒沢尻工業高校の生徒が車いす修理活動に取り組んでおり、３月４日（金）に引き渡
し式が行われ、修理・整備された車いすを当協議会へ寄贈していただきました。
　令和３年度に、黒沢尻工業高校の生徒が修理した車いすは全部で 11 台となり、公益財団法人日本
社会福祉弘済会を通じ、アジア諸国で車いすを必要としている方々に贈られます。
　なお、この活動費の一部は、市民の皆様や企業から寄付いただいた使用済切手や書き損じはがきが
活用されています。

市内の居場所を紹介します。市内の居場所を紹介します。
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予 

算

令
和
４
年
度

279,203 千円
支  出

法人運営のため

その他の地域福祉事業
18.8％  52,370 千円

29％  79,315 千円

ボランティア活動センター事業
0.4%  1,065 千円

日常生活自立支援事業
・成年後見利用支援事業

3.1％  8,820 千円

生活困窮者自立支援事業
14.2%  39,542 千円

生活支援コーディネーター事業
　2.3％  6,527 千円

支部運営事業
6.8％  18,889 千円

ふれあいデイサービス事業
6.4％  17,774 千円

地域福祉を推進するため

52％  144,987 千円

施設の管理運営のため

６％  17,759 千円

障害サービスを提供するため
７％  20,520 千円

介護サービスを提供するため

６％  16,622 千円

279,203 千円
収  入

その他の収入（寄附金収入など）

３％  8,997 千円

利用料・参加費収入

３％  7,867 千円

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業の収入

９％  23,673 千円

介護サービス事業の収入

７％  20,736 千円

共同募金配分金

３％  8,072 千円

市、県、県社協からの受託金

36％  100,265 千円

市からの補助金

31％  87,278 千円

住民の皆様からの会費

７％  18,327 千円

積立からの取り崩し

１％  3,988 千円

北
上
市
地
域
福
祉

活
動
計
画 

基
本
目
標

Ⅱ 

重
点
事
項  

　
　
　
　
　
と
具
体
事
業

2022 年 4 月 22 日発行 きたかみ社協だより　No.199

　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、事業の中止や延期、規模縮小等が続き、たいへん
ご迷惑をおかけいたしました。また、多くの市民の皆様からはフードバンクをはじめ、ご寄付等々、
心温まるご支援をいただき、たいへん感謝いたしております。
　さて、第４次北上市地域福祉活動計画の中間検証を経て、複合的な課題や見えにくい課題を抱えた
世帯の増加、地域の担い手の負担増加・不足等の課題が明らかになってきました。
　今年度の北上市社会福祉協議会では、次の重点を掲げて取り組んで参ります。①生活困窮者等の
支援強化②CSW 配置による実践的な地域支援の取り組み③ボランティア活動センターの機能強化
④地域福祉と地域づくりの一体化⑤ふれデイを活用した地域づくり推進⑥災害時避難支援体制づくり
⑦権利擁護の総合的な支援推進⑧高齢者の生活支援と介護予防サービス体制整備⑨社会福祉法人改革
に対応した取り組み推進⑩福祉事業や福祉活動の情報提供の仕組みづくりの 10の重点であります。
　今年度も地域福祉の更なる充実・向上のため、役職員一丸となって取り組んで参りますので、市民
の皆さまの更なるご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

【
令
和
４
年
度
】
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針

 

　
近
年
の
社
会
構
造
の
変
化
や
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
で
活
力
あ

る
未
来
を
創
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）」
が
示

さ
れ
、
多
様
性
と
包
括
性
の
あ
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
は
、
令
和
４
年
度
の
重
点
事
項
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
克
服

の
保
健
・
医
療
等
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
構
築
の
た
め
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
継
続
し
て
推
進
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、令
和
３
年
度
に
設
立
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

記
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
第
30
回
北
上
市
民
福
祉
大
会
に

お
い
て
、
地
域
共
生
社
会
・
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
当
協
議
会
の
第
４
次
北
上
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
係

る
中
間
検
証
の
結
果
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
や
見
え
に

く
い
課
題
を
抱
え
た
世
帯
の
増
加
、
地
域
の
担
い
手
の
負
担
の
増

加
・
不
足
と
い
っ
た
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
年
度
の
事
業
に
お
い
て
、
相
談
支
援

事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
世
帯
、
ひ
き
こ

も
り
や
生
活
困
窮
な
ど
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
に
対
し

て
、
他
機
関
と
連
携
を
更
に
深
め
た
包
括
的
支
援
を
行
う
ほ
か
、

地
域
課
題
の
把
握
・
解
決
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
員
等
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
課
題
と
な
っ
て
い
る
買
物
や
移
動
支
援
に
関
し
、

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
中
で
他
法
人
と
連
携
し
て
検
討
す
る
ほ

か
、
福
祉
協
力
員
経
験
者
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
協
力

や
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
広
い
世
代
の
参
加
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
場
と
し
て
の
活
用
の
検
討
も
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
避
難
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
う
避
難
者
の

困
り
ご
と
等
は
、
他
の
市
民
と
同
様
に
相
談
支
援
事
業
で
対
応
す

る
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
受
託
し
た
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
で
は
、
居
場
所
設
置
事
業
を
他
団
体
へ
引
き
継
ぎ
の
う
え
、
市

内
の
他
の
居
場
所
機
能
を
有
す
る
施
設
と
同
様
に
、
連
携
や
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
を
担
う
当

協
議
会
と
し
て
、
災
害
時
の
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
改
め

て
備
え
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
北
上
市
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
年
度
の
事
業
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財

政
環
境
に
対
応
し
た
財
務
改
善
に
引
続
き
取
り
組
み
つ
つ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
万
全
の
対
策
・
対
応
を
講
じ
な
が

ら
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
中
間
検
証
結
果
を
基
に
、
10
の
重
点

項
目
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、市
民
、自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
、
行
政
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
協
力
員
並
び
に
福
祉
、

医
療
、
保
健
の
関
係
者
の
方
々
の
ほ
か
、
北
上
市
社
会
福
祉
法
人

連
絡
会
と
、
密
接
な
連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
掲
げ

る
次
の
５
つ
の
視
点

  

１  

お
互
い
様
の
気
持
ち
を
も
っ
て

  

２  

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す

  

３  

孤
立
し
な
い
よ
う
に
つ
な
げ
る

  

４  

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

  

５  

市
民
・
地
域
と
と
も
に
あ
る
社
協

を
大
切
に
し
、
各
般
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

事
　
業
　
計
　
画

社
会
福
祉
法
人
北
上
市
社
会
福
祉
協
議
会

『新年度のスタートにあたり』 社会福祉法人北上市社会福祉協議会会長　小  原　善  則
●
き
た
か
み
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業

●
市
民
福
祉
大
会

●
20
歳
を
お
祝
い
す
る
会（
仮
称
）

●
敬
老
会
事
業
へ
の
支
援

●
地
域
福
祉
懇
談
会

●
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
事
業

●
社
協
出
前
講
座

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
福
祉
協
力
員
活
動
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

●
福
祉
人
材
R
e
ス
タ
ー
ト
事
業

●
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
い
き
い
き
シ
ョ
ッ
プ
☆
ゆ
め
い
ち
ば

●
車
い
す
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

●
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
に
係
る
情
報
交
換

●
な
ん
で
も
心
配
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

●
相
談
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

●
ト
ー
タ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業

●
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

●
車
い
す
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業

●
在
宅
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
北
上
お
げ
ん
き
発
信
事
業

●
障
が
い
者
等
生
活
支
援
事
業

　（
視
覚
障
が
い
者
生
活
訓
練
教
室
）

●
声
及
び
点
字
広
報
作
成
事
業

●
居
宅
介
護
支
援
事
業

●
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

●
訪
問
介
護
事
業

●
障
害
者
等
移
動
支
援
事
業

●
成
年
後
見
利
用
支
援
事
業

●
訪
問
理
美
容
事
業

　（
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
）

●
住
ま
い
の
片
付
け
応
援
事
業

●
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

●
障
が
い
者
等
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

●
子
育
て
支
援
事
業

●
ひ
と
り
親
世
帯
支
援
事
業

●
出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

●
フ
ー
ド
バ
ン
ク
運
営
事
業

●
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　（
ま
る
ま
る
学
び
塾
）

●
地
域
ま
る
ま
る
食
堂

　（
子
ど
も
食
堂
）事
業

●
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
及

び
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

（
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
動
事
業

●
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
事
業

●
広
域
社
協
事
業

●
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
事
業

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

●
買
い
物
支
援
事
業

●
ふ
れ
あ
い
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
地
域
福
祉
活
動
応
援
事
業

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

●
社
協
出
前
講
座

　（
病
気
及
び
障
が
い
理
解
編
）

①
地
域
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り

②
地
域
福
祉
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

③
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り

④
暮
ら
し
や
す
い
地
域
環
境
づ
く
り
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予 
算

令
和
４
年
度

279,203 千円
支  出

法人運営のため

その他の地域福祉事業
18.8％  52,370 千円

29％  79,315 千円

ボランティア活動センター事業
0.4%  1,065 千円

日常生活自立支援事業
・成年後見利用支援事業

3.1％  8,820 千円

生活困窮者自立支援事業
14.2%  39,542 千円

生活支援コーディネーター事業
　2.3％  6,527 千円

支部運営事業
6.8％  18,889 千円

ふれあいデイサービス事業
6.4％  17,774 千円

地域福祉を推進するため

52％  144,987 千円

施設の管理運営のため

６％  17,759 千円

障害サービスを提供するため
７％  20,520 千円

介護サービスを提供するため

６％  16,622 千円

279,203 千円
収  入

その他の収入（寄附金収入など）

３％  8,997 千円

利用料・参加費収入

３％  7,867 千円

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業の収入

９％  23,673 千円

介護サービス事業の収入

７％  20,736 千円

共同募金配分金

３％  8,072 千円

市、県、県社協からの受託金

36％  100,265 千円

市からの補助金

31％  87,278 千円

住民の皆様からの会費

７％  18,327 千円

積立からの取り崩し

１％  3,988 千円

北
上
市
地
域
福
祉

活
動
計
画 

基
本
目
標

Ⅱ 
重
点
事
項  

　
　
　
　
　
と
具
体
事
業

2022 年 4 月 22 日発行 きたかみ社協だより　No.199

　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、事業の中止や延期、規模縮小等が続き、たいへん
ご迷惑をおかけいたしました。また、多くの市民の皆様からはフードバンクをはじめ、ご寄付等々、
心温まるご支援をいただき、たいへん感謝いたしております。
　さて、第４次北上市地域福祉活動計画の中間検証を経て、複合的な課題や見えにくい課題を抱えた
世帯の増加、地域の担い手の負担増加・不足等の課題が明らかになってきました。
　今年度の北上市社会福祉協議会では、次の重点を掲げて取り組んで参ります。①生活困窮者等の
支援強化②CSW 配置による実践的な地域支援の取り組み③ボランティア活動センターの機能強化
④地域福祉と地域づくりの一体化⑤ふれデイを活用した地域づくり推進⑥災害時避難支援体制づくり
⑦権利擁護の総合的な支援推進⑧高齢者の生活支援と介護予防サービス体制整備⑨社会福祉法人改革
に対応した取り組み推進⑩福祉事業や福祉活動の情報提供の仕組みづくりの 10の重点であります。
　今年度も地域福祉の更なる充実・向上のため、役職員一丸となって取り組んで参りますので、市民
の皆さまの更なるご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

【
令
和
４
年
度
】

2022 年 4 月 22 日発行きたかみ社協だより　No.199

Ⅰ 

基 

本 

方 

針

 

　
近
年
の
社
会
構
造
の
変
化
や
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
で
活
力
あ

る
未
来
を
創
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）」
が
示

さ
れ
、
多
様
性
と
包
括
性
の
あ
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
は
、
令
和
４
年
度
の
重
点
事
項
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
克
服

の
保
健
・
医
療
等
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
構
築
の
た
め
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
継
続
し
て
推
進
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、令
和
３
年
度
に
設
立
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

記
念
式
典
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
第
30
回
北
上
市
民
福
祉
大
会
に

お
い
て
、
地
域
共
生
社
会
・
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
当
協
議
会
の
第
４
次
北
上
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
係

る
中
間
検
証
の
結
果
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
や
見
え
に

く
い
課
題
を
抱
え
た
世
帯
の
増
加
、
地
域
の
担
い
手
の
負
担
の
増

加
・
不
足
と
い
っ
た
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
年
度
の
事
業
に
お
い
て
、
相
談
支
援

事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
世
帯
、
ひ
き
こ

も
り
や
生
活
困
窮
な
ど
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯
に
対
し

て
、
他
機
関
と
連
携
を
更
に
深
め
た
包
括
的
支
援
を
行
う
ほ
か
、

地
域
課
題
の
把
握
・
解
決
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
員
等
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
課
題
と
な
っ
て
い
る
買
物
や
移
動
支
援
に
関
し
、

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
中
で
他
法
人
と
連
携
し
て
検
討
す
る
ほ

か
、
福
祉
協
力
員
経
験
者
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
協
力

や
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
広
い
世
代
の
参
加
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
場
と
し
て
の
活
用
の
検
討
も
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
避
難
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
う
避
難
者
の

困
り
ご
と
等
は
、
他
の
市
民
と
同
様
に
相
談
支
援
事
業
で
対
応
す

る
ほ
か
、
令
和
３
年
度
か
ら
受
託
し
た
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
で
は
、
居
場
所
設
置
事
業
を
他
団
体
へ
引
き
継
ぎ
の
う
え
、
市

内
の
他
の
居
場
所
機
能
を
有
す
る
施
設
と
同
様
に
、
連
携
や
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
を
担
う
当

協
議
会
と
し
て
、
災
害
時
の
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
改
め

て
備
え
を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
北
上
市
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
年
度
の
事
業
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財

政
環
境
に
対
応
し
た
財
務
改
善
に
引
続
き
取
り
組
み
つ
つ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
万
全
の
対
策
・
対
応
を
講
じ
な
が

ら
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
中
間
検
証
結
果
を
基
に
、
10
の
重
点

項
目
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、市
民
、自
治
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
、
行
政
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
協
力
員
並
び
に
福
祉
、

医
療
、
保
健
の
関
係
者
の
方
々
の
ほ
か
、
北
上
市
社
会
福
祉
法
人

連
絡
会
と
、
密
接
な
連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
掲
げ

る
次
の
５
つ
の
視
点

  

１  

お
互
い
様
の
気
持
ち
を
も
っ
て

  

２  

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す

  

３  

孤
立
し
な
い
よ
う
に
つ
な
げ
る

  

４  

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

  

５  

市
民
・
地
域
と
と
も
に
あ
る
社
協

を
大
切
に
し
、
各
般
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

事
　
業
　
計
　
画

社
会
福
祉
法
人
北
上
市
社
会
福
祉
協
議
会

『新年度のスタートにあたり』 社会福祉法人北上市社会福祉協議会会長　小  原　善  則
●
き
た
か
み
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業

●
市
民
福
祉
大
会

●
20
歳
を
お
祝
い
す
る
会（
仮
称
）

●
敬
老
会
事
業
へ
の
支
援

●
地
域
福
祉
懇
談
会

●
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
事
業

●
社
協
出
前
講
座

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
福
祉
協
力
員
活
動
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

●
福
祉
人
材
R
e
ス
タ
ー
ト
事
業

●
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
い
き
い
き
シ
ョ
ッ
プ
☆
ゆ
め
い
ち
ば

●
車
い
す
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

●
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動
に
係
る
情
報
交
換

●
な
ん
で
も
心
配
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業

●
相
談
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業

●
ト
ー
タ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業

●
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

●
車
い
す
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
事
業

●
在
宅
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
北
上
お
げ
ん
き
発
信
事
業

●
障
が
い
者
等
生
活
支
援
事
業

　（
視
覚
障
が
い
者
生
活
訓
練
教
室
）

●
声
及
び
点
字
広
報
作
成
事
業

●
居
宅
介
護
支
援
事
業

●
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

●
訪
問
介
護
事
業

●
障
害
者
等
移
動
支
援
事
業

●
成
年
後
見
利
用
支
援
事
業

●
訪
問
理
美
容
事
業

　（
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
）

●
住
ま
い
の
片
付
け
応
援
事
業

●
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

●
障
が
い
者
等
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

●
子
育
て
支
援
事
業

●
ひ
と
り
親
世
帯
支
援
事
業

●
出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

●
フ
ー
ド
バ
ン
ク
運
営
事
業

●
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　（
ま
る
ま
る
学
び
塾
）

●
地
域
ま
る
ま
る
食
堂

　（
子
ど
も
食
堂
）事
業

●
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
及

び
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

（
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
動
事
業

●
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
事
業

●
広
域
社
協
事
業

●
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
事
業

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

●
買
い
物
支
援
事
業

●
ふ
れ
あ
い
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
地
域
福
祉
活
動
応
援
事
業

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

●
社
協
出
前
講
座

　（
病
気
及
び
障
が
い
理
解
編
）

①
地
域
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り

②
地
域
福
祉
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【助成対象団体】　北上市内で地域福祉活動を行う住民団体
【助成対象活動期間】　令和 4 年度
【活動内容】　北上市内で、地域福祉を推進する先進的な活動、地域の新たな福祉課題

　　　　　　  へ取り組む活動や地域福祉活動を通じた地域の活性化を図る活動
【助成金額】　１団体につき 10 万円を上限
【応募期間】　４月 22 日（金）～５月 11 日（水）

地域福祉活動応援事業助成募集のお知らせ地域福祉活動応援事業助成募集のお知らせ
　当協議会では、地域福祉力
の向上を図るため、地域で行
われている福祉活動の充実や
新たに取り組む福祉活動など
を応援することを目的に助成
を行っています。 お問い合わせ先  総務課

　中間検証の結果、課題を次のとおり整理しました。
　　❶  複合的な課題を抱えた世帯の増加
　　❷  見えにくい課題を抱えた世帯の増加
　　❸  地域の担い手の負担の増加、担い手の不足
　この課題を解決するために、以下のことに重点的に取り組みます。
　　❶  属性や年齢などを問わない、相談を断らず受け止める体制

　　❷  社会とのつながりを作るための支援

　　❸  世代や属性を超えて交流できる場や居場所を整備

　　❹  複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制の構築に向けた、市や関係機関  
　　　  と連携した取組みの推進

第４次北上市地域福祉活動計画 中間検証
　昨年度は、当協議会が平成 30 年度に策定した第４次北上市地域福祉活動計画（計画期間：平成 31 年から令和５年
まで）の中間年度に当たっており、前半３年間の取組みを検証し、その結果に基づき今後２年間の事業等の方向性を定
めました。検証に当たっては、北上市地域福祉活動計画策定推進委員会を設置しご意見をいただいた他、地域福祉懇談
会や市民アンケートで意見聴取を行いました。

令和4年度令和4年度 ボランティア活動保険のご案内ボランティア活動保険のご案内
　ボランティア活動保険は、ボランティア活動中のケガや賠償責任について補償する保険です。ボランティア活動中の
万が一の事故等に備え、安心してボランティア活動ができるようボランティア活動保険への加入を促進しています。

職員退職のお知らせ 令和 4年３月31日付で、次の職員が退職をしました。（カッコ内は退職時の役職）

佐　藤　真由美 （地域福祉課栄養士）
古　川　惠　子 （暮らしの自立支援センターきたかみ相談支援員）
清　水　明　洋 （暮らしの自立支援センターきたかみ相談支援員）

後　藤　誠　子 （居場所支援員）
後　藤　匡　人 （居場所支援員）
髙　橋　ゆき子 （居場所支援員）
高　橋　文　子 （飯豊支部職員）

　令和４年度より、特定感染症重点プランが新設されました。このプランは、ボランティア活動中に新型コロナウ
イルスに感染した場合、加入手続きの翌日から補償されます。
　なお、基本プランや天災・地震プランは、加入手続きの翌日から 10 日間は新型コロナウイルス感染症の補償対象外
です（加入手続きから 11 日以降は補償されます）。

【特定感染症重点プランについて】

　印章と保険料（振込手数料 110 円を含む）を持参の上、当
協議会（北上市総合福祉センター内）にお越しください。所定
の加入申込書にご記入いただきます。
　詳しい内容や加入条件等については、お問合せください。

【加入手続き方法】

　令和４年１月 17 日から、ゆうちょ銀行に現金で払込みをする
場合、１件ごとに 110 円の手数料が必要となりました。この手
数料は、加入手続きされる方（団体）にご負担いただきます。

【お知らせ】

【補償期間】　加入手続きの翌日から令和５年３月 31 日まで

※補償の詳細についてはお問合せください。

ご加入プラン 基本プラン 天災･地震
補償プラン

特定感染症
重点プラン

死亡保険

後遺障害保険金（限度額）

入院保険金日額

　　　　　入院中の手術

　　　　　通院中の手術

通院保険金日額

特定感染症（コロナを含む）

地震･噴火･津波による死傷

賠償責任保険金（限度額）

手　術
保険金

1,040 万円

1,040 万円

6,500 円

65,000 円

32,500 円

4,000 円

補償開始日から10日以内は補償対象外 補償開始日から補償

× 補償されません ○補償されます

５億円

500 円 550 円350 円保険料

補

　償

　金

　額

訪問介護員

和賀支部

　移送サービスは、在宅で
暮らしている高齢者等で
既存の交通機関を利用する
ことが困難な方を対象に、
病院や公共機関への送迎を
行う事業です。その運転
ボランティアを募集します。

移 送 サ ー ビ ス 事 業

運転ボランティア募集運転ボランティア募集

当協議会の車輌を使用し、利用者を送迎する
ための運転を行います。

・普通第二種免許を所持している方
・普通第一種免許のみを持っている方でも、
運転者講習（１日）を受講すれば、ボランティ
ア活動ができます。受講料の個人負担はあり
ません。（講習受講後に活動開始となります。）

北上市社会福祉協議会ボランティア活動センター
電話　64ー1212

申込先

北上市地域婦人団体協議会主催　市民公開講座

「障がいを考えるつどい」「障がいを考えるつどい」「障がいを考えるつどい」

【日　時】  ６月５日（日）
　　　　　   10時 ～11時45分  （開場は９時30分）

【場　所】  日本現代詩歌文学館  講堂
【内　容】

【定　員】150 人（先着順）

【受講料】無料（申込みが必要）

【申込み】電話にて下記へ

　　　　 （菅野）080 ー 6032 ー 9245

　　　　 （髙橋）090 ー 2369 ー 2554

のお知らせ

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
延期する場合がございます。

ヘラルボニー代表取締役副社長の

松田文登氏による講演「ありのまま

の姿で生きられる共生のまちづくりを

目指して～障がいは欠落ではない～」

・なんでも心配ごと相談センター、暮らしの自立支援センターきたかみ、ひきこもりサポート事業、コミュ
ニティーソーシャルワーカー（CSW）、生活支援コーディネーター（SC）との連携による対応

・子育てサロンや子ども食堂との併催を通じた、幅広い世代の参加による地域づくりの場としてのふれあ
いデイサービスの活用

・ひきこもりサポート事業のアウトリーチ支援活動の充実
・地域まるまる食堂（子ども食堂）事業による居場所の開設を通じた地域や社会とのつながりづくり
・住まいの片付け支援事業を通じた孤立世帯等の地域との関係性の構築に向けた支援

・重層的支援体制整備事業に係る情報収集及び研究

松　田　幸　三

髙　橋　勝　幸

髙　橋　知　美

戸　　　真　那

伊　藤　郁　子

及　川　善　治

パートヘルパー 12名

小　原　政　則

訪問介護
事業所

管理者
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【助成対象団体】　北上市内で地域福祉活動を行う住民団体
【助成対象活動期間】　令和 4 年度
【活動内容】　北上市内で、地域福祉を推進する先進的な活動、地域の新たな福祉課題

　　　　　　  へ取り組む活動や地域福祉活動を通じた地域の活性化を図る活動
【助成金額】　１団体につき 10 万円を上限
【応募期間】　４月 22 日（金）～５月 11 日（水）

地域福祉活動応援事業助成募集のお知らせ地域福祉活動応援事業助成募集のお知らせ
　当協議会では、地域福祉力
の向上を図るため、地域で行
われている福祉活動の充実や
新たに取り組む福祉活動など
を応援することを目的に助成
を行っています。 お問い合わせ先  総務課

　中間検証の結果、課題を次のとおり整理しました。
　　❶  複合的な課題を抱えた世帯の増加
　　❷  見えにくい課題を抱えた世帯の増加
　　❸  地域の担い手の負担の増加、担い手の不足
　この課題を解決するために、以下のことに重点的に取り組みます。
　　❶  属性や年齢などを問わない、相談を断らず受け止める体制

　　❷  社会とのつながりを作るための支援

　　❸  世代や属性を超えて交流できる場や居場所を整備

　　❹  複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制の構築に向けた、市や関係機関  
　　　  と連携した取組みの推進

第４次北上市地域福祉活動計画 中間検証
　昨年度は、当協議会が平成 30 年度に策定した第４次北上市地域福祉活動計画（計画期間：平成 31 年から令和５年
まで）の中間年度に当たっており、前半３年間の取組みを検証し、その結果に基づき今後２年間の事業等の方向性を定
めました。検証に当たっては、北上市地域福祉活動計画策定推進委員会を設置しご意見をいただいた他、地域福祉懇談
会や市民アンケートで意見聴取を行いました。

令和4年度令和4年度 ボランティア活動保険のご案内ボランティア活動保険のご案内
　ボランティア活動保険は、ボランティア活動中のケガや賠償責任について補償する保険です。ボランティア活動中の
万が一の事故等に備え、安心してボランティア活動ができるようボランティア活動保険への加入を促進しています。

職員退職のお知らせ 令和 4年３月31日付で、次の職員が退職をしました。（カッコ内は退職時の役職）

佐　藤　真由美 （地域福祉課栄養士）
古　川　惠　子 （暮らしの自立支援センターきたかみ相談支援員）
清　水　明　洋 （暮らしの自立支援センターきたかみ相談支援員）

後　藤　誠　子 （居場所支援員）
後　藤　匡　人 （居場所支援員）
髙　橋　ゆき子 （居場所支援員）
高　橋　文　子 （飯豊支部職員）

　令和４年度より、特定感染症重点プランが新設されました。このプランは、ボランティア活動中に新型コロナウ
イルスに感染した場合、加入手続きの翌日から補償されます。
　なお、基本プランや天災・地震プランは、加入手続きの翌日から 10 日間は新型コロナウイルス感染症の補償対象外
です（加入手続きから 11 日以降は補償されます）。

【特定感染症重点プランについて】

　印章と保険料（振込手数料 110 円を含む）を持参の上、当
協議会（北上市総合福祉センター内）にお越しください。所定
の加入申込書にご記入いただきます。
　詳しい内容や加入条件等については、お問合せください。

【加入手続き方法】

　令和４年１月 17 日から、ゆうちょ銀行に現金で払込みをする
場合、１件ごとに 110 円の手数料が必要となりました。この手
数料は、加入手続きされる方（団体）にご負担いただきます。

【お知らせ】

【補償期間】　加入手続きの翌日から令和５年３月 31 日まで

※補償の詳細についてはお問合せください。

ご加入プラン 基本プラン 天災･地震
補償プラン

特定感染症
重点プラン

死亡保険

後遺障害保険金（限度額）

入院保険金日額

　　　　　入院中の手術

　　　　　通院中の手術

通院保険金日額

特定感染症（コロナを含む）

地震･噴火･津波による死傷

賠償責任保険金（限度額）

手　術
保険金

1,040 万円

1,040 万円

6,500 円

65,000 円

32,500 円

4,000 円

補償開始日から10日以内は補償対象外 補償開始日から補償

× 補償されません ○補償されます

５億円

500 円 550 円350 円保険料

補

　償

　金

　額

訪問介護員

和賀支部

　移送サービスは、在宅で
暮らしている高齢者等で
既存の交通機関を利用する
ことが困難な方を対象に、
病院や公共機関への送迎を
行う事業です。その運転
ボランティアを募集します。

移 送 サ ー ビ ス 事 業

運転ボランティア募集運転ボランティア募集

当協議会の車輌を使用し、利用者を送迎する
ための運転を行います。

・普通第二種免許を所持している方
・普通第一種免許のみを持っている方でも、
運転者講習（１日）を受講すれば、ボランティ
ア活動ができます。受講料の個人負担はあり
ません。（講習受講後に活動開始となります。）

北上市社会福祉協議会ボランティア活動センター
電話　64ー1212

申込先

北上市地域婦人団体協議会主催　市民公開講座

「障がいを考えるつどい」「障がいを考えるつどい」「障がいを考えるつどい」

【日　時】  ６月５日（日）
　　　　　   10時 ～11時45分  （開場は９時30分）

【場　所】  日本現代詩歌文学館  講堂
【内　容】

【定　員】150 人（先着順）

【受講料】無料（申込みが必要）

【申込み】電話にて下記へ

　　　　 （菅野）080 ー 6032 ー 9245

　　　　 （髙橋）090 ー 2369 ー 2554

のお知らせ

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
延期する場合がございます。

ヘラルボニー代表取締役副社長の

松田文登氏による講演「ありのまま

の姿で生きられる共生のまちづくりを

目指して～障がいは欠落ではない～」

・なんでも心配ごと相談センター、暮らしの自立支援センターきたかみ、ひきこもりサポート事業、コミュ
ニティーソーシャルワーカー（CSW）、生活支援コーディネーター（SC）との連携による対応

・子育てサロンや子ども食堂との併催を通じた、幅広い世代の参加による地域づくりの場としてのふれあ
いデイサービスの活用

・ひきこもりサポート事業のアウトリーチ支援活動の充実
・地域まるまる食堂（子ども食堂）事業による居場所の開設を通じた地域や社会とのつながりづくり
・住まいの片付け支援事業を通じた孤立世帯等の地域との関係性の構築に向けた支援

・重層的支援体制整備事業に係る情報収集及び研究

松　田　幸　三

髙　橋　勝　幸

髙　橋　知　美

戸　　　真　那

伊　藤　郁　子

及　川　善　治

パートヘルパー 12名

小　原　政　則

訪問介護
事業所

管理者
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社協は、社会福祉協議会の略称です。

　北上市社会福祉協議会では、よりタイムリーで幅広い情報発信を行うために Facebook（フェイスブック）
ページを開設しています。当協議会が主催する行事やイベント情報、地域福祉やボランティア活動に関する情
報などを随時発信してまいります。
　当協議会ホームページやきたかみ社協だよりと併せて、ぜひご覧ください。

FacebookURL  https://www.facebook.com/shakyo.kitakami
※当協議会ホームページにも Facebook ページのリンクを掲載しています。

（フェイスブック）を開設しています

●北上市社会福祉協議会ホームページも

　ぜひご覧ください。

https://www.kitakami-shakyo.jp/北上市社会福祉協議会　電話６４－１２１２

●当広報紙内で、問い合わせ先電話番号の記載がない

　記事については、全て下記にお問い合わせください。

この「きたかみ社協だより」は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。
TEL 0197-64-1212　FAX 0197-64-7580　E-mail shakyou@kitakami.ne.jp　ホームページ  https://www.kitakami-shakyo.jp/

編集発行 社会福祉法人 北上市社会福祉協議会 〒024-0012 北上市常盤台二丁目１番63号

（敬称略・50音順、3月10日まで受付分）特別会員

（敬称略・50音順、3月10日まで受付分）まごころ

 ●㈱阿部マイカーセンター　●おいかわ歯科クリニック   ●㈱菊与建設   ●㈲北上製作所   ●くさのイン北上
 ●㈱斎藤工務所　●スーパーオセン北上店　●製本サワダ   ●㈱瀬美温泉   ●㈲髙橋自動車電装   ●㈱千葉匠建設
 ●つつみ食堂　●㈱東北佐竹製作所    ●東北大栄プラスチック㈱　●㈱ボイス   ●北海建設工業㈱
 ●ホテルシティプラザ北上　●パンチ工業㈱北上工場　●㈲もりや　●㈱八重樫装具店　●㈱八重樫タクシー　
 ●ヨシノヤオフィスソリューション㈱

当協議会の「北上市の社会福祉・地域福祉の推進を図る」という目的に賛同する企業・法人等を
特別会員としており、会費の納入や事業への参加により地域福祉の向上に寄与いただいております。

 ●北上民舞踊協会 ………………………………
 ●理容 one’s …………………
 ●㈱日盛ハウジング様のご意向で㈱北日本銀行からの寄付
 ●匿名 ……………………………………………
 ●匿名 ……………………………………………
 ●匿名 ……………………………………………

85,030 円
消毒用ハンドジェル 100 本

30,000 円
50,000 円

100,000 円

特別会員のお申込み・お問い合わせは、総務課まで

車いす引き渡し式いわて車
いす

フレンズ

北上民舞踊協会 様 理容 one’ s 様

北上市内のひきこもり支援について北上市内のひきこもり支援について北上市内のひきこもり支援について
〇「ひきこもり相談窓口」のご案内

　北上市社会福祉協議会では「ひきこもり」に
関する相談窓口を設置しています。
　ひきこもり相談支援員が本人や家族等から
お話をお伺いし、今できることを一緒に考えま
す。また、相談内容や希望に応じて、適切な支援
機関と連携します。

電 話 相 談
面 談 予 約

開 設 時 間

メ ー ル
そ の 他

080-2831-8847

平日午前９時～午後５時
（希望に応じて、時間外でも対応可能です。）
kurashijiritsu@gol.com（24 時間受付）
相談無料・秘密厳守
ご希望に応じて、自宅等への訪問も行います。

〇 居 場 所 の ご 案 内

ホームヘルパー募集

お問い合わせ先：当協議会介護福祉課へお気軽にお問合せください。

午前７時～午後７時の間
（朝のみ、昼のみ、日中の少しの時間、土曜日や日曜日のみなど、相談に応じます。）

募 集 人 員
業 務 内 容

就 業 時 間

勤 務 日 等
必 要 資 格
募 集 期 間
応 募 書 類

雇 用 形 態
給 　 　 与

訪問介護員（パートタイマー）… 若干名
利用者のお宅へ訪問し身体介護、生活援助等を行います。

月曜日から日曜日
初任者研修修了者、普通自動車運転免許
随　　　時
履歴書（写真貼付）、初任者研修修了証書（写）など 試　験　日 随　　　時

パートタイマー
時給 1,100 円～ 1,300 円、各種手当あり

　不登校、ひきこもりの人だけでなく、
「誰かとつながりたい」と思ったときに
誰でも利用できる居場所です。何かを
しても、何もしなくても自由にリラッ
クスして過ごせる空間です。
　主に 不 登 校、ひ き こ も り 当 事 者 や
その家族などが利用しています。

実施団体
そ  の  他

実施団体

場　　所
電　　話
開設時間

そ  の  他

NPO法人ワーカーズコープ
北上笑いのたね事業所
北上市本通り二丁目3ー38
0197ー72ー8160
火曜日から土曜日 13時～17時

（第２、４木曜日は10時から開設）
家族茶話会「ふわっと」などの
イベントも実施しています。
相談窓口も設置しています。

　「つながるぬくもりに出会える場所」
として、店舗内のコミュニティフリー
スペース「途良やものがたり」と、
スマホアプリのオープンチャット等を
使用したオンライン形式の「ネッとら
や」による、居場所づくりを実施して
います。

任意団体「途良や」
開催状況についてはメール

（n a n c y c h t a s a 7 7
@gmail.com）でお問い
合わせください。

　子 育 て 相 談 や 放 課 後 預 か り、
学 校 に 通 え な い 子 に 向 け た
第三の居場所（フリースクール）、
通信制高校の卒業サポートの他、
子どもからお年寄りまで誰でも
利用できる居場所です。

実施団体
場　　所
電　　話

そ  の  他

NPO 法人 わらすば
北上市大堤南一丁目 1ー 8
090 ー 6456 ー 7125
rei.oouchi@gmail.com
開設時間等は上記の電話
またはメールにお問合せく
ださい。

①ワラタネスクエア

②居場所と相談　途良や（とらや） ③わらすば

　アジアの国々では、車いすを購入することができず、日常生活に困っている人たちがいます。「いわて
車いすフレンズ」は県内の工業高校生を中心に、利用されなくなった車いすを修理してアジア諸国へ
プレゼントするボランティア活動です。
　北上市では、黒沢尻工業高校の生徒が車いす修理活動に取り組んでおり、３月４日（金）に引き渡
し式が行われ、修理・整備された車いすを当協議会へ寄贈していただきました。
　令和３年度に、黒沢尻工業高校の生徒が修理した車いすは全部で 11 台となり、公益財団法人日本
社会福祉弘済会を通じ、アジア諸国で車いすを必要としている方々に贈られます。
　なお、この活動費の一部は、市民の皆様や企業から寄付いただいた使用済切手や書き損じはがきが
活用されています。

市内の居場所を紹介します。市内の居場所を紹介します。


